
令和元年度の終わりにあたって 

北海道留寿都高等学校長   仲 川 敏 幸 

 

元号が平成から令和に変わった今年度、新型コロナウイルス感染症への対策のため、卒業式は延期され、

臨時休業のまま年度の終わりを迎える事になりました。私自身、小・中・高校生として過ごした１２年間は

もちろん、教職に就いて３１年目にして初めて終業式や離任式のない年度末を迎え、寂しさを感じていると

ころです。 

 さて、今年一年間を振り返ってみると、多くの生徒が日々の授業や学校行事、部活動、農業クラブ活動、

資格取得など、様々な場面において活躍しました。英語検定や情報処理検定における上位級合格者を多く輩

出した他、様々な専門教育活動や資格取得のポイントで受ける事ができる『アグリマイスター顕彰制度』に

おいて、本校で初めて４名の生徒が認定されました。農業高校としては札幌大通公園の『高校生ガーデニン

グコンテスト』への出展や、ルスツリゾート及びヨーカドーアリオ札幌店において観光客や来店者に対する

ハーバリウム体験コーナーなど、新たな取り組みもありました。生徒達の逞しい活躍を数え上げるときりが

無いのですが、保護者の皆様方を始め本校教育活動にご支援を賜りました留寿都村、関係各位、地域の方々

のおかげであると、心より感謝申し上げます。 

 次年度においても、学校評価などで寄せられたご意見等を参考にしつつ、留寿都高校で学んだ農業及び福

祉に関する知識・技術とその心を、社会で発揮し、活躍できる人材育成を目指して取り組んでまいります。 

引き続き、本校教育の充実に向け、変わらぬご支援ご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ～卒業式を終えて～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

毎年、本校の発展に大きく貢献し卒業していく生徒たちですが、今年度の３・４年生も、農業クラブ活動で

の実績を始め、介護福祉士国家試験の合格率 100％達成や新たな実習先の開拓、多様な進路の実現など、学校

だけでなく後輩達の将来にも繋がる様々な可能性を残してくれました。 

新型コロナウイルス感染症への対応のため、盛大に祝ってあげることのできない歯がゆさを感じつつ、「せめ

て何か思い出に残る卒業式を作りたい。」と協力して作り上げた壁画。そんな教職員一同の気持ちを代弁するか

のように、当日の天候は快晴。晴れ渡る爽やかな青空の下、26 名の生徒たちは本校を巣立っていきました。 

 

↑ オラフ！？と卒業担任２人。 

↓ 実は３／１の朝、こんな物を作っていました。雪のモニュメント。 



 

 ～卒業式写真館～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ～祝！！介護福祉士国家試験に８名全員が合格！！～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国家試験受験時の集合写真。 

やわらかい顔をしていません

か？ 

この日を迎えるまでの努力と

この日の健闘が結果に繋がり

ました。８名の皆さん、本当

におめでとう！！ 

４月からの活躍を教職員一同

願っています。 合格率１５年連続１００％達成！！ 

２年生の西東さん。 

ＶＴＲからでも伝わる

惜別の情。 

良い送辞でした。 

別れを惜しむよう

に想いを伝えてい

ました。 

横山君、素晴らしい

答辞でした。 



 

 ～離任者からの挨拶 ～  

仲川 敏幸 校長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         菅原 光男 教頭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目黒 雄 教諭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         腰越 雅敬 教諭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このたびは人事異動により地を去ることになりました。はやいもので道東から

羊蹄山麓に戻していただき道教委には大変感謝しております。教頭としての三年

間は、多くの方々と教育に関するお話をする機会も多く、ご指導ご鞭撻をいただ

き感謝いたしております。おかげさまで、任務を遂行することができたのだと思

っております。本校は、先生方一人一人が生徒のために常に前向きに授業を進め

る姿が大変印象的でした。羊蹄山麓校 2 校目で多くの「知識」を頂き、多くの方

に感謝しております。 

またお目にかかることを、心から楽しみにいたしております。 

２年間ではありましたが、保護者や地域の皆様方よりご支援ご協力いただきな

がら、とても充実した日々を過ごすことができました。留寿都高校の教育は地域

に支えられ、地域とともに成り立っている高校であると、改めて実感しておりま

す。また、様々な地域から集まる本校の生徒達は、素直な目や温かい心を有して

おり、何事にも一生懸命に取り組むことから大いなる可能性を感じています。 

このたび新十津川農業高校へ異動しますが、今後も留寿都高校の躍進や発展を

陰ながら応援したいと思います。皆様には大変お世話になりました。ありがとう

ございました。 

平成２７年４月から６年間、生徒の皆さんや保護者皆様、地域、本校ＯＢの方

など多くの方々に支えていただきながら、大変充実した日々を過ごすことができ

ました。４月からは札幌南高校に赴任します。留寿都高校は可能性の塊だと感じ

ています。着任した頃は「国公立大学進学」や「公務員試験合格」できると言って

も周りの反応は「？」でした。しかし、５年後の今年、現実に留寿都高校で現役合

格しています。諦めなければ難しい挑戦でも乗り越えることが出来る力をつけて

くれる学校が今の留寿都高校です。自分の可能性を信じ、育ててくれる学校と先

生を信じてこれからも頑張ってください。 

洞爺湖に頻繁にキャンプ、カヤックなどに行く通過点だった留寿都村。勤務す

るとは予想もしていなく、人生どうなるかわからないと思った２年前を思い出し

ています。２年間留寿都高等学校に勤務しまして、多くのことを学びました。青

空の下で生徒が作物を生産する農業の授業、２０２５年問題に必要な担い手とな

るための福祉の授業。ともに日本に必要となる人材の育成に携わることができま

した。２年間短い間でしたがお世話になった留寿都村の皆様、出会うことができ

た生徒に感謝して、離任のご挨拶とさせていただきます。 



 

高橋 聡美 教諭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高田 里美 さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ～英語同好会より～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生 毛利 郁也くん 

 

 ～連絡事項～  

４月の主な行事予定 

7 日（火） 年度始休業終了、清澄寮開寮 16 日（木） 農業クラブ説明会 

 8 日（水） 前期始業式、着任式 27 日（月） １年生コース説明会 

 9 日（木） ✿入学式✿ ※入寮式 28 日（火） 生農会年度始総会 

10 日（金） 新入生オリエンテーション 29 日（水） 授業参観日 ※登校日です。 
 

 この度、伊達中学校へ異動します。留寿都高校で過ごした 11 年間、多くの方

に支えていただきました。素直で心優しい生徒、温かく見守って下さる保護者

の方々、活動にご協力いただいた地域の方々、ありがとうございました。授業

や実習を通し、成長する姿や胸を張り卒業する場面に立ち会えたことが、一番

の喜びでした。初めて赴任した学校が留寿都高校で本当に幸せです。 

 生徒の皆さん、これから進む道は決して容易なことばかりではありません。

しかし、乗り越えた時にやりがいや達成感を必ず得られます。お互いに笑顔の

似合う素敵な大人を目指して、努力をし続けましょう。皆さんの活躍を離れた

場所から応援しています。 

 本当にありがとうございました。 

１年間という短い間でしたが、廊下ですれ違った時や寮でバーベキューをした

時に話しかけてくれて嬉しかったです。留寿都村教育委員会の職員として留寿都

高校に赴任し、みなさんが熱心に学習している姿を見て、教師になりたいと思う

ようになりました。私は、４月から日高町の小学校で教員として勤務します。 

もし、またどこかで私を見かけたら、ぜひ声をかけてください。 

ありがとうございました。 

先日行われた 2019 年度第３回目の実用英語技能検定（英検）準２級に、

１年生の毛利郁也くんが合格しました。全日制普通科高校であっても取得

する生徒が少ない級で、１年生での合格は本校では快挙です。毛利くんは、

バドミントン部に所属しながら英会話同好会にも所属し、毎日の朝学習や

家庭学習も継続し結果を残しました。今後は、高校卒業程度レベルの２級合

格に向けて、更に英語学習を続けています。本校では、今年度 4月から「英

語同好会」を立ち上げ、放課後の時間も英語学習を支援しています。 

本校は、農業・福祉を主に学習する学校ですが、生徒達の将来の可能性を

広げるためにも、英語の授業を農業・福祉などの授業にリンクさせながら

「教科横断的」な授業を展開し、社会で活躍できる人材を育てています。 


